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私
立
学
校
を
支
え
る
拠
点
と
な
る

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

理
事
長　
　

河　

田　

悌　

一

年年
頭頭

所所
感感

　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
本
年
も
私
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
九
州
北
部
豪
雨
を
は
じ
め
各
地
で
自
然
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
学
事
業
団
は
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

日
本
で
は
い
ま
、「
情
報
化
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
進
展
、

さ
ら
に
急
激
な
「
少
子
化
」
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

克
服
す
べ
く
、
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
は
唯
一
無
二
の
資
源
で

あ
る
〝
人
材
〞
の
養
成
を
不
断
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も
重

要
で
あ
り
ま
す
。
貴
重
な
人
材
を
育
て
る
教
育
こ
そ
が
、
我
が

国
の
発
展
を
今
後
も
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
立
大
学
を
取
り
巻
く
昨
年
の
動
き
と
し
て
は
、
文
部
科
学

省
の
有
識
者
会
議
で
あ
る
「
私
立
大
学
等
の
振
興
に
関
す
る
検

討
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
18
歳
人
口
の
減
少
等
に
よ
る
経
営
困
難
校
の
顕

在
化
な
ど
の
諸
課
題
を
鑑
み
つ
つ
、
今
後
の
私
立
大
学
の
振
興

の
方
向
性
を
議
論
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
５
月
の
「
議
論
の
ま
と
め
」
で
は
、
私
ど
も
私
学

事
業
団
に
お
け
る
私
立
大
学
の
経
営
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
も

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
、
助
成
業
務
に
お
い
て
、

　

①
補
助
事
業
で
は
、「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」
に

お
い
て
、
各
大
学
等
の
特
色
化
・
資
源
集
中
を
促
し
、
複
数
大

学
間
の
連
携
、
自
治
体
や
産
業
界
な
ど
と
の
連
携
を
進
め
る
た

め
の
、い
わ
ゆ
る「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
」を
新
設
し
ま
し
た
。

　

②
貸
付
事
業
で
は
、
29
年
度
か
ら
、
担
保
評
価
を
行
っ
て
い

な
い
建
物
に
か
か
る
火
災
保
険
請
求
権
へ
の
質
権
設
定
を
廃
止

し
、
利
便
性
を
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
危
険
施
設
の
耐
震
改

築
工
事
、
防
災
関
連
の
補
助
金
対
象
と
な
っ
た
耐
震
改
修
工
事

及
び
大
学
病
院
の
建
替
事
業
に
か
か
る
国
の
利
子
助
成
は
継
続

し
て
お
り
、
金
利
の
ご
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

③
経
営
支
援
・
情
報
提
供
事
業
で
は
、
理
事
長
・
学
長
な
ど

を
対
象
と
し
た
「
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
や
若
手
職
員

を
対
象
と
し
た
「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
各
地
で
開
催

し
ま
し
た
。
本
年
も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
26
年
度

に
開
設
し
た
「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
私
学
版
）」
は
、
広
く

社
会
に
私
立
大
学
の
特
色
や
魅
力
を
発
信
し
、
好
評
を
博
し
て

お
り
ま
す
。

　

④
寄
付
金
事
業
で
は
、
昨
年
１
月
に
開
設
し
た
「
私
立
学
校

寄
付
金
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
、
47
都
道
府
県
別
に
学
校
法
人

が
ど
の
よ
う
な
寄
付
金
募
集
を
し
て
い
る
か
分
か
る
よ
う
、
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　　

共
済
業
務
に
お
け
る
、
①
短
期
給
付
事
業
で
は
、
高
齢
受
給

者
に
対
す
る
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
昨
年
８
月
か

ら
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
が
６

年
に
一
度
の
同
時
改
定
に
な
る
と
と
も
に
、
第
３
期
医
療
費
適

正
化
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な
ど
、
医
療
・
介
護
分
野
に
と
っ

て
重
要
な
年
と
な
る
た
め
、
的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

②
年
金
等
給
付
事
業
で
は
、
昨
年
８
月
か
ら
老
齢
・
退
職
の

年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

10
月
に
は
退
職
等
年
金
給
付
の
基
準
利
率
を
、
こ
れ
ま
で
の
年

０
・
32
％
か
ら
０
・
00
％
に
変
更
し
、
年
金
現
価
率
も
併
せ
て

変
更
し
ま
し
た
。

　

③
福
祉
事
業
で
は
、
共
済
定
期
保
険
の
29
年
度
後
期
募
集
か

ら
、「
３
大
疾
病
保
障
コ
ー
ス
」
に
「
７
大
疾
病
保
障
特
約
」「
が

ん
・
上
皮
内
新
生
物
保
障
特
約
」
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
２
期
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
や
第
３
期
特
定
健
診

等
実
施
計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
情

報
連
携
の
開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

孔
子
は
『
論
語
』
の
な
か
で
、

　
　
「
学
べ
ば
す
な
わ
ち
固
な
ら
ず
」「
事
に
敏
」

と
、
述
べ
て
お
り
ま
す
。

　　

謙
虚
に
学
ぶ
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
か

ら
学
び
、
物
事
に
は
柔
軟
か
つ
敏
速
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
の
で
す
。

　

自
分
の
考
え
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
学
ぶ
こ
と
を
怠
り
、
周

囲
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
迅
速
な
対
応
処
置
が
で
き
な
い
よ
う

で
は
、
こ
の
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
ど
も
私
学
事
業
団
も
常
に
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
、
私
学

と
私
学
に
お
勤
め
の
皆
様
の
た
め
、
役
職
員
一
同
、
業
務
に
ま

い
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　　

本
年
も
、
私
学
事
業
団
の
業
務
に
対
す
る
皆
様
の
温
か
い
ご

指
導
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私
学
事
業
団
で
は
、
将
来
、
学
校
経
営
を

担
う
若
手
職
員
を
対
象
に
、
学
校
法
人
経
営

や
高
等
教
育
政
策
の
諸
課
題
に
つ
い
て
の
広

範
な
知
識
や
柔
軟
な
思
考
力
を
習
得
し
、
大

学
改
革
に
向
け
た
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
度
も
「
私
学
ス
タ
ッ
フ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
員
の
約
３
倍
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
大

阪
会
場
、
札
幌
会
場
合
わ
せ
て
47
法
人
47
名

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
特
長
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
４
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
中
心

②
グ
ル
ー
プ
発
表
が
あ
る

③
同
世
代
の
職
員
と
語
り
合
え
る

④ 

基
礎
的
な
知
識
（
高
等
教
育
行
政
、
学
校

法
人
会
計
、
財
務
分
析
等
）
を
短
期
間
に

習
得
で
き
る

⑤
講
師
と
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、「
学
校
法
人

の
中
長
期
経
営
計
画
の
作
成
」
を
テ
ー
マ
に
、

学
校
法
人
の
現
状
分
析
、
中
長
期
経
営
計
画

の
作
成
、
論
理
的
に
説
明
す
る
力
な
ど
、
実

践
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
提
示
さ
れ
た
情

報
を
も
と
に
、
学
校
法
人
の
経
営
者
側
の
視

点
に
立
っ
て
経
営
・
財
務
・
教
学
等
の
幅
広

い
知
識
を
活
用
し
た
多
角
的
考
察
を
行
い
、

根
拠
に
基
づ
い
た
中
長
期
経
営
計
画
を
作
成

し
ま
し
た
。最
終
日
の
グ
ル
ー
プ
発
表
で
は
、

理
事
会
で
報
告
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
作

成
し
た
中
長
期
経
営
計
画
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
一
職
員
の

業
務
の
視
点
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
大
学
が
永

続
的
に
教
育
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
広
い
視
野

で
経
営
方
針
を
立
て
る
こ
と
、
他
の
グ
ル
ー

プ
の
発
表
は
経
営
者
意
識
を
持
ち
な
が
ら
聞

く
こ
と
等
を
意
識
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
参
加
者
か
ら
「
職
員
の
役
割
と
重
要

性
を
再
認
識
で
き
た
」、「
大
学
改
革
に
向
け

さ
ら
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
等
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・ 

答
申
や
私
学
を
め
ぐ
る
議
論
・
制
度
に
つ

い
て
注
意
し
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持
っ

て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。

・ 

一
つ
の
計
画
を
複
数
人
で
作
り
上
げ
る
こ

と
の
難
し
さ
、
ま
た
協
働
し
て
一
つ
の
目

標
に
向
か
う
大
切
さ
を
学
べ
た
。

・ 

各
大
学
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
で
き
た
。
次
に
つ
な
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
け
た
こ
と
が
一
番
の
成
果

と
な
っ
た
。

・ 

全
国
の
私
学
ス
タ
ッ
フ
に
こ
れ
だ
け
情
熱

を
持
つ
方
々
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
自
大

学
で
も
さ
ら
に
情
熱
を
持
っ
て
大
学
改
革

に
努
め
た
い
と
感
じ
た
。

・ 

何
事
も
自
分
で
考
え
行
動
す
る
。「
で
き

な
い
」
の
で
は
な
く
、「
ど
う
し
た
ら
で

き
る
の
か
」
を
常
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　　

本
セ
ミ
ナ
ー
が
参
加
者
に
と
っ
て
有
意
義

で
あ
り
、
職
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
な
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

本
事
業
団
で
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
職

員
の
資
質
向
上
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

◆私学スタッフセミナー（２泊３日合宿形式）
開催場所・日時：① 【大阪ガーデンパレス】　29年９月13日～15日
　　　　　　　　② 【札幌ガーデンパレス】　29年10月11日～13日
対象：32歳以下かつ入職３年目以降の大学及び短期大学職員
参加：大阪会場は23法人・札幌会場は24法人
○1日目
時　間 研　修　内　容　等

13：00～ 開会・アイスブレイク
13：50～ 講演①「私立大学等の現状について」 私学経営情報センター職員
14：40～ 講演②「学校法人会計基準」 私学経営情報センター職員
15：40～ 講演③「財務分析と経営計画」 私学経営情報センター職員
16：40～ グループワークⅠ
18：00～ 懇親会

○2日目
時　間 研　修　内　容　等

 9：10～ 講演④「大学職員の役割について」
[大阪] 吉川倫子 氏　 （学校法人芝浦工業大学　学事部長）
[札幌] 公江　茂 氏　 （学校法人武庫川学院　事務局長）  

11：00～ 講演⑤「学校法人を取り巻く状況と私学行政について」
[大阪] 畠山大志 氏
　　　 （文部科学省高等教育局　私学部参事官付専門官・弁護士）
[札幌] 奥田泰史 氏
　　　 （文部科学省高等教育局　私学部参事官付参事官補佐）

13：00～ グループワークⅡ・Ⅲ・Ⅳ

○3日目
時　間 研　修　内　容　等

8：30～ グループ発表
10：55～ 総評・振り返りディスカッション等
11：15～ 修了証書授与・表彰・閉会　（12：30終了）

※講師肩書きは講演時

グループ発表（大阪）

平
成
29
年
度　

私
学
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
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私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
29

年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立
高
等

学
校
の
入
学
志
願
動
向
の
速
報
値
を
集
計
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
28
年
度
と
29
年
度
の
志
願
倍

率
（
志
願
者
／
入
学
定
員
）
や
入
学
定
員
充

足
率
（
入
学
者
／
入
学
定
員
）
等
の
状
況
を

比
較
す
る
と
と
も
に
、男
女
校
種
別
の
動
向
、

規
模
別
の
動
向
及
び
最
近
10
年
の
入
学
定
員

充
足
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
信
制
課
程
と
生
徒
募
集
を
停
止

し
た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
の
概
況
（
表
１
）

　

29
年
度
の
集
計
学
校
数
は
１
２
８
３
校

で
、
前
年
度
よ
り
６
校
減
少
し
ま
し
た
。
集

計
さ
れ
た
入
学
定
員
も
41
万
人
弱
で
、
前
年

度
よ
り
約
２
２
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、志
願
者
数
が
約
１
万
４
０
０
０
人
、

受
験
者
数
が
約
１
万
５
５
０
０
人
、
入
学
者

数
は
約
３
７
０
０
人
、
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ

り
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
入
学
定
員

充
足
率
は
84
・
63
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

０
・
46
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
29
年
度
の
15
歳
人
口
（
中

学
校
卒
業
者
と
中
等
教
育
学
校
前
期
課
程
修

了
者
の
合
計
〈
学
校
基
本
調
査
―
平
成
28
年

度
（
確
定
）：
文
部
科
学
省
よ
り
〉）
は
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
約
７
７
０
０
人
減
少
し
、

約
１
１
７
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
校
種
別
の
動
向
（
表
２
）

　

29
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
格
率
は
女
子
校
、
共
学

校
、
男
子
校
、
入
学
定
員
充
足
率
は
共
学
校
、

男
子
校
、
女
子
校
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
順
序
は
20
年
度
以
降
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
歩
留
率
は
26
年
度
に
男
子
校
と

女
子
校
が
逆
転
し
て
、
男
子
校
、
女
子
校
、

共
学
校
の
順
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も

そ
の
ま
ま
の
順
序
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
計
学
校
数
を
20
年
度
と
比
較
す
る
と
、

男
子
校
が
22
校
、
女
子
校
が
33
校
減
少
し
た

の
に
対
し
、
共
学
校
は
74
校
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
29
年
度　

私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向

表１　私立高等学校の概況
区　分 28年度 29年度 増　減

集計学校数（校） 1,289 1,283 △6
入学定員（人） 411,310 409,148 △2,162

(△0.5％)
志　願　者（人） 1,169,785 1,155,743 △14,042

(△1.2％)
受　験　者（人） 1,147,604 1,132,131 △15,473

(△1.3％)
合　格　者（人） 1,051,109 1,040,740 △10,369

(△1.0％)
入　学　者（人） 349,975 346,282 △3,693

(△1.1％)
志 願 倍 率 2.84倍 2.82倍 △0.02ポイント
合　格　率 91.59％ 91.93％ 0.34ポイント
歩　留　率 33.30％ 33.27％ △0.03ポイント
入学定員充足率 85.09％ 84.63％ △0.46ポイント
※志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

表２　男女校種別の動向
男女校
種　別 年　度 集　計

学校数
入学定員
A

志願者数
B

受験者数
C

合格者数
D

入学者数
E

推薦者数
F

志願倍率
B/A

受験率
C/B

合格率
D/C

歩留率
E/D

推薦
割合
F/E

入学定員
充足率
E/A

男子校
校 人 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％ ％ ％

20年度 110 37,938 72,424 70,875 61,389 30,288 10,588 1.91 97.86 86.62 49.34 34.96 79.84 
21年度 112 39,208 74,451 72,749 61,693 30,167 10,451 1.90 97.71 84.80 48.90 34.64 76.94 
22年度 110 38,215 74,642 72,902 61,392 30,898 9,751 1.95 97.67 84.21 50.33 31.56 80.85 
23年度 113 38,582 76,210 73,582 62,635 32,125 11,338 1.98 96.55 85.12 51.29 35.29 83.26 
24年度 107 36,255 71,106 68,315 57,656 29,173 10,682 1.96 96.07 84.40 50.60 36.62 80.47 
25年度 106 36,127 68,180 66,214 56,372 29,261 10,742 1.89 97.12 85.14 51.91 36.71 80.99 
26年度 100 33,871 64,159 62,490 53,075 28,471 9,709 1.89 97.40 84.93 53.64 34.10 84.06 
27年度 94 31,894 58,595 56,998 48,222 26,291 9,772 1.84 97.27 84.60 54.52 37.17 82.43 
28年度 92 30,704 56,920 55,491 46,832 26,006 9,394 1.85 97.49 84.40 55.53 36.12 84.70 
29年度 88 29,502 54,084 52,741 45,005 25,171 8,876 1.83 97.52 85.33 55.93 35.26 85.32 

女子校 20年度 295 83,762 120,121 118,556 110,902 54,397 22,274 1.43 98.70 93.54 49.05 40.95 64.94 
21年度 293 81,048 111,230 110,060 103,038 52,981 22,245 1.37 98.95 93.62 51.42 41.99 65.37 
22年度 285 78,135 110,948 109,165 103,577 53,990 22,381 1.42 98.39 94.88 52.13 41.45 69.10 
23年度 283 77,061 104,906 103,744 98,726 52,311 22,349 1.36 98.89 95.16 52.99 42.72 67.88 
24年度 279 76,039 104,663 103,312 97,623 52,083 21,198 1.38 98.71 94.49 53.35 40.70 68.50 
25年度 274 74,227 100,260 99,138 93,876 50,235 19,713 1.35 98.88 94.69 53.51 39.24 67.68 
26年度 273 73,536 101,783 100,254 93,897 50,178 20,810 1.38 98.50 93.66 53.44 41.47 68.24 
27年度 270 72,662 95,395 93,807 90,147 47,803 21,038 1.31 98.34 96.10 53.03 44.01 65.79 
28年度 267 71,361 94,381 92,798 89,486 46,848 19,279 1.32 98.32 96.43 52.35 41.15 65.65 
29年度 262 70,080 90,910 87,565 84,251 45,459 19,037 1.30 96.32 96.22 53.96 41.88 64.87 

共学校 20年度 859 296,223 951,669 934,482 847,924 247,659 89,629 3.21 98.19 90.74 29.21 36.19 83.61 
21年度 868 293,853 938,649 918,885 832,277 243,741 85,704 3.19 97.89 90.57 29.29 35.16 82.95 
22年度 869 292,276 965,029 946,282 863,170 253,025 88,699 3.30 98.06 91.22 29.31 35.06 86.57 
23年度 885 294,451 952,961 931,290 857,107 252,175 88,384 3.24 97.73 92.03 29.42 35.05 85.64 
24年度 888 296,695 974,562 953,823 878,863 262,110 89,325 3.28 97.87 92.14 29.82 34.08 88.34 
25年度 899 299,256 989,596 970,681 894,949 265,230 89,430 3.31 98.09 92.20 29.64 33.72 88.63 
26年度 911 303,097 1,005,080 986,500 905,509 269,814 95,881 3.32 98.15 91.79 29.80 35.54 89.02 
27年度 921 305,505 1,005,465 986,166 906,241 271,232 98,845 3.29 98.08 91.90 29.93 36.44 88.78 
28年度 930 309,245 1,018,484 999,315 914,791 277,121 100,592 3.29 98.12 91.54 30.29 36.30 89.61 
29年度 933 309,566 1,010,749 991,825 911,484 275,652 100,391 3.27 98.13 91.90 30.24 36.42 89.04 
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志
願
倍
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分
と
、

入
学
定
員
充
足
率
の
高
い
入
学
定
員
の
区
分

と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
10
年
の
入
学
定
員
充
足
状
況
（
図
１
）

　

20
年
度
の
入
学
定
員
充
足
率
が
１
０
０
％

未
満
の
学
校
は
９
５
８
校
で
、全
体
の
75・８
％

の
割
合
で
し
た
。
29
年
度
は
９
０
８
校
で
、

全
体
の
70
・
８
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

15
歳
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
で
も
、
こ
こ

数
年
は
入
学
定
員
充
足
率
１
０
０
％
未
満
の

学
校
数
の
割
合
に
大
き
な
増
減
は
あ
り
ま
せ

ん
。

規
模
別
の
動
向
（
表
３
）

　

規
模
別
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も
高
い

の
は
、
１
校
当
た
り
の
入
学
定
員
が
８
０
０

人
以
上
１
０
０
０
人
未
満
の
学
校
で
、以
下
、

６
０
０
人
以
上
８
０
０
人
未
満
、
４
０
０

人
以
上
５
０
０
人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
入
学
定
員
充
足
率
が
最
も
高
い
の

は
、
３
０
０
人
以
上
４
０
０
人
未
満
の
学
校

で
、
以
下
、
４
０
０
人
以
上
５
０
０
人
未
満
、

２
０
０
人
以
上
３
０
０
人
未
満
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　

私
学
情
報
室

☎
０
３（
３
２
３
０
）７
８
４
９
・
７
８
５
０

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表３　規模別の動向
1 校 当 た り
入学定員の区分 年度

集　計
学校数

入学定員
A

志願者
B

受験者
C

合格者
D

入学者
E

志願倍率
B/A

合格率
D/C

歩留率
E/D

入学定員
充足率
E/A

校 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％

100人未満
28 59 3,675 5,915 5,828 5,330 2,669 1.61 91.46 50.08 72.63 
29 59 3,760 5,635 5,557 5,029 2,755 1.50 90.50 54.78 73.27 

100人以上
200人未満

28 215 32,179 59,938 59,221 55,649 26,871 1.86 93.97 48.29 83.50 
29 212 31,690 58,372 57,391 54,057 26,526 1.84 94.19 49.07 83.70 

200人以上
300人未満

28 369 89,338 233,614 229,583 210,917 77,904 2.61 91.87 36.94 87.20 
29 369 89,207 231,027 227,066 208,735 76,456 2.59 91.93 36.63 85.71 

300人以上
400人未満

28 273 92,236 271,727 265,771 242,498 82,303 2.95 91.24 33.94 89.23 
29 275 92,868 269,753 264,367 242,286 82,711 2.90 91.65 34.14 89.06 

400人以上
500人未満

28 201 87,147 270,498 266,290 241,219 74,151 3.10 90.59 30.74 85.09 
29 196 84,967 262,268 257,831 234,915 72,978 3.09 91.11 31.07 85.89 

500人以上
600人未満

28 93 49,927 145,666 142,517 133,856 40,910 2.92 93.92 30.56 81.94 
29 93 49,808 146,821 143,705 135,202 39,763 2.95 94.08 29.41 79.83 

600人以上
800人未満

28 65 42,598 131,615 128,510 117,365 34,831 3.09 91.33 29.68 81.77 
29 65 42,638 132,312 129,378 118,520 34,581 3.10 91.61 29.18 81.10 

800人以上
1000人未満

28 10 8,590 33,435 33,080 28,210 6,962 3.89 85.28 24.68 81.05 
29 10 8,590 32,256 31,960 27,735 7,236 3.76 86.78 26.09 84.24 

1000人以上
28 4 5,620 17,377 16,804 16,065 3,374 3.09 95.60 21.00 60.04 
29 4 5,620 17,299 14,876 14,261 3,276 3.08 95.87 22.97 58.29 

合　計
28 1,289 411,310 1,169,785 1,147,604 1,051,109 349,975 2.84 91.59 33.30 85.09 
29 1,283 409,148 1,155,743 1,132,131 1,040,740 346,282 2.82 91.93 33.27 84.63 

※個々の高等学校の入学定員の人数により区分した。

年　度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

100%以上の学校数 306 285 344 327 360 370 384 367 387 375

100%未満の学校数 958 988 920 954 914 909 900 918 902 908

(100%未満の割合）75.8％ 77.6％ 72.8％ 74.5％ 71.7％ 71.1％ 70.1％ 71.4％ 70.0％ 70.8％

合　計 1,264 1,273 1,264 1,281 1,274 1,279 1,284 1,285 1,289 1,283

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

図１　
（校）

（右軸）
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国
立
音
楽
大
学
は
東
京
都
立
川
市
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
置
く
音
楽
の
単
科
大
学
で
す
。
隣

接
の
国
立
市
に
あ
る
附
属
各
校
を
含
め
る

と
、
幼
稚
園
か
ら
博
士
課
程
ま
で
備
え
た
総

合
音
楽
教
育
機
関
で
あ
り
、
昨
年
度
に
創
立

90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
学
は
「
自
由
、
自
主
、
自
律
の
精
神
を

以
っ
て
良
識
あ
る
音
楽
家
、
教
育
家
を
育
成

し
、
日
本
及
び
世
界
の
文
化
の
発
展
に
寄
与

す
る
」
と
の
基
本
理
念
の
も
と
、
演
奏
系
専

攻
の
演
奏
・
創
作
学
科
と
音
楽
教
育
、
音
楽

療
法
、
音
楽
情
報
、
幼
児
音
楽
教
育
を
有
す

る
音
楽
文
化
教
育
学
科
の
２
学
科
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
く
に
た
ち
」
と
地
域
の
関
わ
り

　

本
学
は
、
立
川
市
に
存
在
す
る
唯
一
の
四

年
制
大
学
・
音
楽
大
学
と
し
て
、
そ
の
特
長

を
活
か
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
以
前
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

法
人
が
位
置
す
る
立
川
市
・
国
立
市
・
武

蔵
村
山
市
と
連
携
・
協
力
協
定
を
締
結
し
、

各
種
の
演
奏
会
な
ど
の
文
化
事
業
に
参
画
、

ま
た
、
近
隣
自
治
体
の
小
・
中
学
校
で
は
教

育
委
員
会
と
の
連
携
の
も
と
音
楽
鑑
賞
教
室

を
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
た
ち
に
「
な
ま
の

音
楽
体
験
」
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
近
隣
各
市
と
連
携
し
て
市
民
音
楽
大
学
講

座
を
実
施
し
、
社
会
教
育
活
動
に
も
一
定
の

貢
献
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
連
の
活
動
を
全
学
的
に
一

本
化
・
発
信
す
る
た
め
に
、
２
０
１
６
年

７
月
に
「
国
立
音
楽
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｃ
Ｍ
Ｃ
）」

を
設
立
し
、「
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し

て
学
内
諸
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
本
学
が

他
の
複
数
諸
地
域
と
そ
の
住
民
を
連
環
的
に

結
び
付
け
る
ハ
ブ
と
し
て
、
音
楽
活
動
に
よ

る
地
域
文
化
創
生
を
目
指
す
」
と
の
方
針

（「
国
立
音
楽
大
学
地
域
連
携
に
関
す
る
方

針
」
よ
り
）
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
を
通
し
た
地
域
交
流

　

大
学
主
催
で
数
多
く
の
演
奏
会
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
内
外
の
著
名
指
揮
者
を
招
い
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
吹
奏
楽
、
オ
ペ
ラ
等
本
格

的
な
演
奏
会
を
、
安
価
な
料
金
で
地
域
の

方
々
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
特
に

人
気
の
高
い
も
の
が
、
乳
児
か
ら
ご
入
場
い

た
だ
け
る
「
国
立
音
楽
大
学
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。
親
し
み
や
す
い
名
曲

の
数
々
を
、
本
学
の
教
員
、
卒
業
生
、
在
籍

学
生
で
結
成
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
ク
ニ
タ

チ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
カ
ー
」
が
奏
で
ま
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
は
地
元
の
株
式
会
社
い
な

げ
や
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
い
た
だ
き
、
終
了

時
の
ホ
ワ
イ
エ
に
お
け
る
同
社
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
着
ぐ
る
み
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
お
子
様
へ
の
お
菓
子
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
就
学
前
の
お
子
様

を
連
れ
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
は
難
し

い
の
で
す
が
、
こ
の
演
奏
会
に
限
っ
て
は
家

族
そ
ろ
っ
て
の
鑑
賞
が
可
能
で
、
そ
の
意
味

で
地
域
の
子
育
て
支
援
の
一
端
も
担
っ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ファミリーコンサート終演後、
ロビーでキャラクターがお菓子のサービス
（写真提供：株式会社いなげや）

　

近
隣
自
治
体
の
小
・
中
学
生
の
た
め
の
音

楽
鑑
賞
教
室
の
中
で
行
わ
れ
る
楽
器
紹
介

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
学
生
自
身
が
工
夫
を
凝
ら

し
、
そ
の
楽
器
の
特
性
を
よ
く
表
す
フ
レ
ー

ズ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
で
演
奏
し
ま
す
。
教

育
委
員
会
主
催
の
音
楽
鑑
賞
教
室
は
立
川

市
、
小
平
市
、
羽
村
市
で
の
開
催
（
２
０
１
７

年
10
月
時
点
）
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
一
般

及
び
小
中
高
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

公
益
財
団
法
人
青
梅
佐
藤
財
団
主
催
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
吹
奏
楽
の
演
奏
会
が
春
と
秋
、

年
に
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら

は
ど
な
た
に
も
開
放
さ
れ
た
無
料
公
演
で
す

が
、
毎
回
整
理
券
が
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
な

る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

　

大
学
主
催
の
演
奏
会
で
最
も
大
規
模
な
も

の
は
10
月
の
大
学
院
オ
ペ
ラ
公
演
で
す
。
舞

台
制
作
は
プ
ロ
の
手
に
よ
る
も
の
で
、
キ
ャ

ス
ト
、
合
唱
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
本
学
大
学

院
生
、
卒
業
生
、
学
部
生
が
務
め
ま
す
。
例

年
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
品
が
上
演
さ
れ
、
毎
回

多
く
の
方
々
が
楽
し
み
に
来
場
さ
れ
ま
す
。

数
年
前
に
オ
ペ
ラ
担
当
教
員
及
び
大
学
院

生
、
卒
業
生
が
カ
ン
ロ
株
式
会
社
の
商
品
開

発
に
協
力
し
た
関
係
で
、
毎
回
公
演
時
に
は

同
社
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
「
ボ
イ
ス
ケ

ア
の
ど
飴
」
を
ご
来
場
者
に
お
配
り
し
て
い

ま
す
。
本
学
と
カ
ン
ロ
株
式
会
社
に
よ
る
産

学
連
携
の
事
例
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。大学院オペラ2017

モーツァルト「フィガロの結婚」

　

ま
た
こ
れ
ら
大
掛
か
り
な
演
奏
会
と
は
別

に
、
地
域
の
各
方
面
か
ら
の
演
奏
依
頼
に
お

答
え
し
、
学
生
や
卒
業
生
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
病
院
や
福
祉
施
設
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
、
幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 　47
「
音
楽
の
役
割
」
を
問
い
、
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
地
域
交
流

学
校
法
人 

国
立
音
楽
大
学 

国
立
音
楽
大
学 

演
奏
・
広
報
部 

部
長　

正
木　

麻
里
子
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ン
サ
ー
ト
、
時
に
は
商
業
施
設
や
街
角
で
の

演
奏
も
あ
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
演
奏

だ
け
で
は
な
く
、
曲
の
紹
介
や
演
奏
者
の
自

己
紹
介
な
ど
、
自
分
達
を
「
言
葉
で
」
表
現

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
学
生
達
は
そ

れ
ぞ
れ
に
、
聴
い
て
い
る
方
に
い
か
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
か
、
自
分
な
り
に
工
夫
を

凝
ら
し
、
自
ら
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
す
。

主
催
者
の
方
か
ら
感
謝
の
言
葉
も
数
多
く
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
多
く
の

お
客
様
を
前
に
し
て
演
奏
す
る
こ
と
は
、
日

頃
の
研
さ
ん
の
成
果
を
大
き
く
花
開
か
せ
る

チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
音
楽
の
力
を
も
っ
て
の
地
域
貢
献
で
あ

る
と
同
時
に
、
学
生
の
大
き
な
成
長
の
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
そ
の
ほ
か
地
域
貢
献
活
動

　

本
学
な
ら
で
は
の
活
動
と
し
て
は
、
演
奏

主
体
の
も
の
以
外
に
も
多
く
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
学
的
に
は
文
化
の
日

（
11
月
３
日
）
前
後
に
３
日
間
開
催
さ
れ
る

芸
術
祭
で
、
数
多
く
の
演
奏
会
に
加
え
て
各

種
展
示
や
模
擬
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が

開
催
さ
れ
、
毎
年
大
勢
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
７
月
の
七
夕
祭
と
12
月
の

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
ス
ペ
ー
ス
が
恒
例
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

七
夕
祭
は
毎
年
幼
児
音
楽
教
育
専
攻
の
学

生
が
主
体
と
な
っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
大

学
近
隣
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待
し
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
行
事
で
、
音
楽

遊
び
、
大
型
ダ
ン
ボ
ー
ル
遊
具
、
お
も
ち
ゃ

の
製
作
、
盆
踊
り
、
演
奏
な
ど
を
用
意
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
企
画
が

も
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
ス
ペ
ー
ス
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
で
、
地
域
に
お
い
て
も
ク
リ
ス
マ
ス

の
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
音
楽
教

育
や
幼
児
音
楽
教
育
、
音
楽
療
法
を
専
門
に

学
ぶ
学
生
が
主
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。
音
楽

を
通
し
て
人
と
つ
な
が
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
し
て
お
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、

幅
広
く
楽
し
め
る
内
容
で
す
。
ピ
ア
ノ
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
や
合
唱
、
合
奏
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
音
楽
遊
び
、
美
術
作
品
の

展
示
な
ど
、
本
学
学
生
の
団
体
が
数
多
く
出

演
し
て
い
ま
す
。
本
番
当
日
に
先
立
っ
て
、

11
月
下
旬
に
は
学
内
新
１
号
館
の
１
階
ロ

ビ
ー
に
設
置
さ
れ
た
ツ
リ
ー
へ
の
点
灯
式
も

行
わ
れ
ま
す
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
が
奏
で
ら

れ
、
学
内
の
学
生
・
教
職
員
も
温
か
な
気
分

を
味
わ
え
る
瞬
間
で
す
。

　

学
内
で
の
活
動
の
ほ
か
に
、
近
隣
小
・
中

学
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
ク
ー
ル
や
発
表

会
に
備
え
て
依
頼
さ
れ
る
合
唱
、
吹
奏
楽
の

指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
お
応
え
し
て
い
ま

す
。
自
分
よ
り
少
し
年
少
の
方
々
へ
の
指

導
を
通
じ
て
本
人
の
演
奏
能
力
、
指
導
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た

立
川
市
と
の
連
携
に
よ
る
打
楽
器
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
児
童
向
け
）、
ガ
ム
ラ
ン
講
座

な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

附
属
各
校
で
の
取
り
組
み

　

附
属
各
校
に
お
い
て
も
、
在
地
の
国
立
市

を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
国
立
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で

あ
る
、
大
学
通
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
で
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
合
唱
の
演
奏

を
は
じ
め
と
し
て
、
地
元
の
商
店
会
、
病

院
、駅
前
広
場
な
ど
で
の
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
積
極
的
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
未
就
学
児
も
入
場

で
き
る
地
域
謝
恩
コ
ン
サ
ー
ト
を
校
内
ホ
ー

ル
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
連
携
し
て

い
る
国
立
市
と
の
共
催
、
協
働
で
グ
ロ
ー
バ

ル
カ
フ
ェ
「
日
本
と
世
界
の
音
楽
」、
招
待

演
奏
会
な
ど
の
催
し
を
行
う
ほ
か
、
子
育
て

支
援
事
業
・
地
域
連
携
事
業
の
一
環
と
し
て
、

園
庭
・
校
舎
の
地
域
へ
の
開
放
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
の
附
属
各
校

の
園
児
・
児
童
・
生
徒
は
地
域
の
方
々
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
を
育
ん

で
い
ま
す
。

サックスアンサンブルによる
「トレインメドレー」

　

国
立
音
楽
大
学
は
、
社
会
に
対
し
て
音
楽

の
役
割
を
問
い
か
け
、
そ
の
力
を
信
じ
て
地
域

と
の
多
彩
な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
代

社
会
に
お
け
る
音
楽
の
真
の
魅
力
を
発
信
し
、

そ
の
存
在
意
義
を
広
く
社
会
に
知
ら
し
め
て

い
く
、
そ
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
、
教

職
員
と
学
生
が
一
体
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
や
が
て
迎
え
る
創
立
１
０
０
周
年
を

目
指
し
、
本
学
は
今
日
も
歩
み
を
続
け
ま
す
。

新１号館ロビーに
立てられた笹飾り

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

正
木　

麻
里
子
（
ま
さ
き　

ま
り
こ
）

　

演
奏
課
長
、演
奏・企
画
広
報
部
次
長
、

学
長
事
務
部
長
を
経
て
29
年
よ
り
現
職

11月末に行われるツリーの点灯式
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業
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加
入
者
が
退
職
す
る
際
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
続
き
が
必
要
で
す
。
保
健
事
業
に
は
早

め
に
手
続
き
が
必
要
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
誌
に
同
封
し
た
「
退
職
者
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
も
併
せ
て
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
〕
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

資
格
関
係 

業
務
部 

資
格
課

　

資
格
喪
失
報
告
書
の
提
出　

　

教
職
員
が
退
職
し
た
と
き
は
「
資
格
喪
失

報
告
書
」
を
退
職
日
か
ら
10
日
以
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

退
職
日
の
翌
日
（
資
格
喪
失
日
）
か
ら
加

入
者
と
し
て
の
資
格
が
な
く
な
り
、
加
入
者

証
や
加
入
者
被
扶
養
者
証
は
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
資
格
喪
失
報
告
書
に
加
入
者
証

や
加
入
者
被
扶
養
者
証
を
添
付
し
て
返
納
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
私
学
事
業
団
か
ら
高
齢
受
給
者
証

や
限
度
額
適
用
認
定
証
等
が
交
付
さ
れ
て
い

る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
証
も
併
せ
て
返
納
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
金
等
給
付
の
加
入
者
期
間
は
資

格
喪
失
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
と
な
り

ま
す
。
月
末
に
退
職
し
た
と
き
は
退
職
月
ま

で
、
月
途
中
で
退
職
し
た
と
き
は
、
退
職
月

の
前
月
ま
で
が
加
入
者
期
間
に
な
り
ま
す
。

【
75
歳
以
上
の
教
職
員
等
が
退
職
し
た
と
き
】

　

75
歳
以
上
の
加
入
者
が
退
職
し
た
と
き
も

「
資
格
喪
失
報
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
適
用
さ
れ
て
い

る
加
入
者
は
、
年
金
等
給
付
・
短
期
給
付
と

も
に
私
学
共
済
制
度
の
適
用
か
ら
外
れ
、
掛

金
等
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
資
格
喪

失
の
報
告
漏
れ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
の
交
付　

　

70
歳
未
満
の
加
入
者
に
は
、
資
格
喪
失
の

確
認
通
知
書
と
と
も
に
「
年
金
等
給
付
加
入

者
記
録
票
」
を
学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し

ま
す
の
で
、
退
職
し
た
加
入
者
に
必
ず
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
金
等
給
付
加
入
者
記
録
票
」
に
は
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
必
要
な
加
入

者
番
号
や
加
入
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
の
申
し
出　

【
加
入
の
要
件
】

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
と
１
日
以

上
加
入
者
で
あ
っ
た
人

　

た
だ
し
、
過
去
の
任
意
継
続
加
入
者
で

あ
っ
た
期
間
は
通
算
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
で
き
る
給
付
等
】

　

任
意
継
続
加
入
者
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

次
の
給
付
や
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

・
保
険
診
療
な
ど
の
短
期
給
付

　

 　

た
だ
し
、
傷
病
手
当
金
な
ど
の
休
業
給

付
は
任
意
継
続
加
入
者
と
し
て
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
喪
失
後
の
給
付

と
し
て
傷
病
手
当
金
や
出
産
手
当
金
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
（
後
段
の
短
期
給

付
関
係
の
項
を
参
照
）。

・
貸
付
け
や
貯
金
等
を
除
い
た
福
祉
事
業

※ 

年
金
等
給
付
は
継
続
加
入
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
等
へ

の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
期
間
】

　

任
意
継
続
加
入
者
に
な
れ
る
の
は
、
最
長

で
２
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
者
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
該
当
し
た
と
き
は
資
格
喪
失
と
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
２
年
経
過
前
に
75
歳
を
迎

え
る
人
の
加
入
者
証
等
は
、
75
歳
の
誕
生
日

の
前
日
ま
で
の
有
効
期
限
に
な
り
ま
す
。

　

掛
金
額
は
、
退
職
時
の
標
準
報
酬
月
額
又

は
任
意
継
続
加
入
者
に
か
か
る
標
準
報
酬
月

額
の
上
限
額
（
38
万
円・平
成
29
年
度
と
同
額
）

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
低
い
額
を
基
に
算
出
さ
れ

ま
す
。

【
任
意
継
続
加
入
の
手
続
き
】

　

退
職
者
が
要
件
に
該
当
し
、
任
意
継
続
を

希
望
す
る
場
合
は
「
任
意
継
続
加
入
者
申
出

用
資
格
喪
失
報
告
書
」
を
退
職
日
か
ら
20
日

以
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
加
入

者
の
住
所
宛
て
に
「
任
意
継
続
加
入
者
証

（
任
意
継
続
加
入
者
被
扶
養
者
証
）」
と
「
任

意
継
続
掛
金
納
付
通
知
書
」、「
任
意
継
続
加

入
者
の
し
お
り
」「
口
座
振
替
依
頼
書
（
希

望
し
た
人
の
み
）」
等
を
送
付
し
ま
す
。

　

納
付
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
ら
直
ち
に
掛

金
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
期
限
ま
で

の
納
付
が
確
認
で
き
な
い
と
、
任
意
継
続
加

入
者
の
資
格
を
喪
失
又
は
資
格
取
得
が
取
り

消
し
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
選
択
し
た
場
合
、「
口
座
振

替
依
頼
書
（
３
枚
組
）」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
金
融
機
関
の
確
認
印
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
は
確
認
印
不
要
で
す
）
を
受
け
て
か
ら
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
が
開
始
と
な
る
月
は
、
手
続
き

完
了
後
に
送
付
す
る
「
任
意
継
続
掛
金
口
座

振
替
開
始
に
つ
い
て
（
連
絡
）」
に
記
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
任
意
継
続
加
入
者
に
送
付
し
た
納
付
通

知
書
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

短
期
給
付
関
係 

業
務
部 

短
期
給
付
課

　

退
職
後
も
、
次
の
資
格
喪
失
後
の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
他
の
健
康
保
険
制
度
（
国
民
健

康
保
険
を
除
き
ま
す
）
に
本
人
と
し
て
加
入

し
た
と
き
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
の
給
付
に
付
加
給
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

出
産
費　

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

退
職
時
の
手
続
き

―
資
格
・
短
期
給
付
・
年
金
等
給
付
・
保
健
事
業
・
貸
付
け
―
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者
で
あ
っ
た
人
が
資
格
喪
失
後
６
か
月
以
内

に
出
産
し
た
と
き
は
、
次
の
①
又
は
②
の
と

お
り
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

① 

資
格
喪
失
後
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
は
、
私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失

後
の
出
産
費
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

② 

資
格
喪
失
後
、
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

は
、
家
族
出
産
費
（
又
は
家
族
出
産
育
児

一
時
金
）
を
受
け
る
か
、
私
学
共
済
制
度

の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費
を
受
け
る
か
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
（
両
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。

※ 「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
と
き
は
、

「
私
学
事
業
団
か
ら
資
格
喪
失
後
の
出
産

費
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
旨
」
の
証
明
書

を
医
療
機
関
等
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、「
資
格
喪
失
後
出
産
費
の
受
給
資

格
証
明
書
発
行
依
頼
書
」
で
証
明
書
の
発

行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
受
取
代
理
制
度
」
を
利
用
す
る
と
き
は
、

出
産
予
定
日
の
２
か
月
前
以
降
に
「
出
産

費
等
申
請
書
（
受
取
代
理
用
）」
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

「
資
格
喪
失
後
出
産
費
の
受
給
資
格
証
明

書
発
行
依
頼
書
」「
出
産
費
等
申
請
書（
受

取
代
理
用
）」に
つ
い
て
は
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙
等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
〕
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

出
産
祝
品　

 

福
祉
部 

保
健
課

　

私
学
共
済
制
度
の
資
格
喪
失
後
の
出
産
費

を
受
け
、
引
き
続
き
養
育
す
る
場
合
は
、
出

産
祝
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
（
請
求
手
続
き
は

不
要
で
す
）。

　

出
産
手
当
金　

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

者
で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
時
に
出
産
手
当
金

を
受
け
て
い
た
と
き
は
、
出
産
日
後
56
日
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
出
産
手
当
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
日
ま
で
は
給
付
額
以
上
の
報

酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
出
産
手
当
金
を

受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
、
出
産
日
後
56
日

ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
職
中
は
休
業
せ
ず
、
退
職
の

日
ま
で
勤
務
し
て
い
た
場
合
は
、
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

傷
病
手
当
金　

　

退
職
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
加
入

者
で
あ
っ
た
人
が
、
退
職
後
も
労
働
能
力
が

な
く
療
養
し
て
い
る
状
態
が
継
続
し
て
い
る

場
合
は
、
受
給
期
間
満
了
日
（
支
給
開
始
か

ら
１
年
６
か
月
）
を
限
度
と
し
て
傷
病
手
当

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

退
職
時
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
て
い
た
と

き
は
、
継
続
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

② 

在
職
中
に
傷
病
手
当
金
を
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
な
が
ら
、
給
付
額
以
上
の
報

酬
が
支
払
わ
れ
て
い
た
た
め
傷
病
手
当
金

を
受
け
て
い
な
か
っ
た
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
け
る

た
め
求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
傷

病
手
当
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
障
害
給
付
（
年
金
又
は
一
時
金
）

及
び
老
齢
・
退
職
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
傷
病
手
当
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
支
給
さ

れ
る
年
金
の
日
額
が
傷
病
手
当
金
の
日
額
を

下
回
る
と
き
は
、
そ
の
差
額
を
傷
病
手
当
金

と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

埋
葬
料　

　

加
入
者
が
退
職
後
３
か
月
以
内
に
死
亡
し

た
と
き
は
、
埋
葬
料
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
年
金
等
給
付
関
係 

年
金
部 

年
金
第
一
課

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を

受
け
て
い
な
い
人
が
退
職
し
た
場
合

　

老
齢
・
退
職
の
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

必
要
な
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
す
が
、
年
齢
に
応
じ
て
、
次
の

よ
う
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※ 
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格

期
間
は
、
平
成
29
年
８
月
に
原
則
25
年
か

ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

【
65
歳
未
満
の
老
齢
・
退
職
の
年
金
】

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
退
職
共
済

年
金
）
の
支
給
開
始
年
齢
は
、
昭
和
28
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
60
歳
、
昭
和

28
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
30
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
は
61
歳
、
昭
和
30
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
32
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
62
歳
で
す
。

　

被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
前
（
平
成
27
年

９
月
以
前
）
は
、
私
学
共
済
の
加
入
者
期
間

が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
が
、

一
元
化
後
は
私
学
共
済
と
厚
生
年
金
保
険
、

公
務
員
共
済
組
合
の
加
入
期
間
の
合
計
が
１

年
以
上
あ
れ
ば
、
受
給
権
が
発
生
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

【
65
歳
か
ら
の
老
齢
・
退
職
の
年
金
】

　

私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
１
か
月
以
上

で
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
（
一
元
化
前
は
在

職
中
の
人
は
私
学
共
済
の
加
入
者
期
間
が
１

年
以
上
あ
る
こ
と
が
要
件
で
し
た
）。

●
請
求
手
続
き

　

在
職
中
に
支
給
開
始
年
齢
に
到
達
、
又
は

支
給
開
始
年
齢
到
達
後
に
加
入
者
期
間
が
１

年
以
上
に
な
っ
た
人
に
つ
い
て
は
、
学
校
法

人
等
宛
て
に
請
求
手
続
き
の
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
未
請
求
の
場
合
は
、
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
請
求
を
し
な

い
ま
ま
５
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り

年
金
の
受
給
権
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和
30
年
２
月
２
日
以
後
生
ま
れ

の
人
で
、
支
給
開
始
年
齢
到
達
に
よ
り
年
金

の
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合
は
、
支
給
開
始

年
齢
が
同
時
期
の
実
施
機
関
の
中
で
最
後
に

加
入
し
た
実
施
機
関
か
ら
、
受
給
権
発
生
の

３
か
月
前
に
請
求
手
続
き
に
関
す
る
案
内
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
に
居
住
し
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て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
請
求
案
内
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、請
求
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、

本
人
か
ら
本
事
業
団
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
退
職
年
金
（
新
３
階
年
金
）】

　

退
職
の
時
点
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
の
受
給
要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
人
で

も
、
将
来
、
有
期
退
職
年
金
を
選
択
一
時
金

で
受
給
す
る
場
合
に
備
え
て
、
学
校
法
人
等

か
ら
退
職
金
（
退
職
手
当
）
の
源
泉
徴
収
票

が
発
行
さ
れ
る
場
合
は
、
保
管
す
る
よ
う
指

導
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
海
外
に
居
住
し
て
い
る
人
に
つ
い

て
は
、
請
求
案
内
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
要

件
に
該
当
し
ま
し
た
ら
本
人
か
ら
本
事
業
団

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件　

①
引
き
続
く
１
年
以
上
の
加

入
者
期
間
が
あ
る　

②
65
歳
以
上
で
あ
る　

③
退
職
し
て
い
る
（
70
歳
み
な
し
退
職
を
含

み
ま
す
）

老
齢
・
退
職
の
年
金
の
決
定
を

受
け
て
い
る
人
が
退
職
し
た
場
合

　

平
成
27
年
９
月
以
前
に
受
給
権
が
発
生
し

た
退
職
共
済
年
金
受
給
権
者
の
場
合
は
、
10

月
以
降
の
加
入
者
期
間
で
老
齢
厚
生
年
金
の

決
定
が
必
要
で
す
（
支
給
繰
下
げ
を
し
て
い

る
人
も
含
み
ま
す
）。
資
格
喪
失
を
確
認
後
、

請
求
書
を
本
人
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し
た

老
齢
厚
生
年
金
受
給
権
者
の
場
合
は
、
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
後
の
年
金

は
自
動
的
に
決
定
・
改
定
を
行
い
、
通
知
し

ま
す
。

【
支
給
繰
下
げ
を
し
て
い
る
人
】

　

65
歳
以
降
の
年
金
に
つ
い
て
支
給
繰
下
げ

を
希
望
し
て
い
る
場
合
は
、
退
職
し
て
も
年

金
の
支
給
は
開
始
さ
れ
ま
せ
ん
。
被
用
者
年

金
制
度
一
元
化
後
は
、
退
職
の
時
点
に
よ
っ

て
、
繰
下
げ
請
求
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
繰

下
げ
請
求
す
る
時
点
が
限
ら
れ
て
く
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
団
か
ら
支
給
繰
下
げ
に
か
か
る
関

係
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
受
給
開
始
の

時
期
を
確
認
の
う
え
、
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
人
か
ら
本

事
業
団
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 
一
元
化
以
降
に
受
給
権
が
発
生
し
た
老
齢

厚
生
年
金
を
支
給
繰
下
げ
希
望
し
て
い
る

人
は
除
き
ま
す
。
本
事
業
団
か
ら
請
求
書

等
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
繰
下
げ
請
求

は
、
ご
自
身
が
受
給
開
始
を
希
望
す
る
前

月
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

【
65
歳
未
満
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
た
人
】

　

求
職
の
申
し
込
み
を
し
た
と
き
は
、
届
出

書
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
事

業
団
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
退
職
年
金
（
新
３
階
年
金
）
の
請
求
が
必

要
な
人
】

　

引
き
続
く
１
年
以
上
の
私
学
共
済
の
加
入

者
期
間
が
あ
る
人
が
、
65
歳
以
降
に
退
職

（
70
歳
み
な
し
退
職
を
含
み
ま
す
）
し
た
場

合
や
、
退
職
後
に
65
歳
に
な
っ
た
場
合
は
、

「
退
職
年
金
決
定
・
改
定
請
求
書
」
を
本
人

宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

【
70
歳
の
「
み
な
し
退
職
」
後
、
実
際
に
退

職
し
た
人
】

　

資
格
喪
失
を
確
認
後
、
自
動
的
に
在
職
中

の
停
止
を
解
除
し
、
本
人
宛
て
に
通
知
し
ま

す
。

　

国
民
年
金
へ
の
届
け
出

　

退
職
後
、
自
営
業
又
は
無
職
と
な
る
60
歳

未
満
の
加
入
者
や
被
扶
養
配
偶
者
は
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
担
当
の
窓
口
で
国
民
年
金

の
種
別
変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

保
健
事
業
関
係 

福
祉
部 

保
健
課

　

積
立
貯
金
の
解
約

　

送
金
を
希
望
す
る
月
の
前
月
注25
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
「
積
立
貯

金
解
約
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
解
約
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求

の
消
滅
時
効
は
10
年
で
す
。

注 　

締
め
切
り
日
が
土
・
日
・
休
日
の
場
合

は
、
そ
の
直
前
の
平
日
に
順
次
繰
り
上
が

り
ま
す
。

　

積
立
共
済
年
金
の
脱
退

　

退
職
す
る
月
の
前
月
注25
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
「
積
立
共
済
年

金
脱
退
申
出
書
」、「
積
立
共
済
年
金
給
付
金

請
求
書
」
及
び
「
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
申
告
書
類
」（
受
取
金
額
が
一
時
金

で
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、
年
金
で
年

額
20
万
円
を
超
え
る
場
合
に
提
出
が
必
要
で

す
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

夫
婦
終
身
年
金
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

戸
籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

注 　

締
め
切
り
日
が
土
・
日
・
休
日
の
場
合

は
、
そ
の
直
前
の
平
日
に
順
次
繰
り
上
が

り
ま
す
。

　

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
宛
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

●
給
付
コ
ー
ス
の
選
択

　

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
と
き
に
は
、

年
金
・
一
時
金
・
医
療
保
険
の
各
コ
ー
ス
か

ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
場
合
は
、

10
年
を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
権
の
取

得
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
５
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 

２
月
23
日（
金
）ま
で
に
脱
退
申
出
書
、
給

付
金
請
求
書
、
個
人
番
号
申
告
書
類
を
提

出

　

 （
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
掛
金
の
払
い
込

み
を
申
し
込
む
場
合
は
１
月
25
日
が
申
し

出
の
締
め
切
り
で
す
）

② 

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
選
択
し

た
コ
ー
ス
の
給
付
を
５
月
か
ら
開
始
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【
脱
退
一
時
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 
２
月
23
日（
金
）ま
で
に
脱
退
申
出
書
、
給
付

金
請
求
書
、
個
人
番
号
申
告
書
類
を
提
出

② 

３
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、
３
月
下

旬
に
積
立
金
残
高
を
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

　

な
お
、
終
身
保
険
コ
ー
ス
は
、
昨
今
の
金

利
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
、
払
い
込
む
一
時

払
保
険
料
が
死
亡
（
高
度
障
害
）
保
険
金
額

を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
新
規
の
取

り
扱
い
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

終
身
保
険
コ
ー
ス
を
選
択
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

共
済
定
期
保
険
の
脱
退

　

３
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
保
障
を

希
望
し
な
い
と
き
は
、３
月
末
日
ま
で
に「
退

職
脱
退
申
出
書
」
を
学
校
法
人
等
を
通
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
済
み
前
期
分
の

保
険
料
は
６
月
中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金

し
ま
す
。

　

な
お
、
脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
資
格
喪
失
後
も
９
月
ま
で
の
期
間

に
限
り
保
障
の
対
象
と
し
、
保
険
料
は
返
金

し
ま
せ
ん
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

　

家
族
年
金
コ
ー
ス
及
び
医
療
保
障
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、
６
月
下
旬
頃
に
配
当
金
の
送

金
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
配
当
金
の

還
付
は
登
録
の
個
人
口
座
に
行
い
ま
す
の

で
、
口
座
解
約
、
口
座
番
号
や
口
座
名
義
等

の
変
更
が
あ
る
場
合
は
「
共
済
定
期
保
険
事

業
振
替
口
座
・
住
所
・
電
話
番
号
変
更
申
出

書
」
を
４
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
「
退
職
後
保
障
プ
ラ
ン
」
に
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
７
１
６
）
２
６
７

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
給
付
請
求
の
時
効

　

積
立
共
済
年
金
・
共
済
定
期
保
険
の
給
付

請
求
の
時
効
は
３
年
で
す
。

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

　

退
職
す
る
と
き
の
詳
し
い
手
続
き
は
、
専

用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

０
１
２
０
（
８
４
４
）
０
２
２

　
（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

貸
付
け
関
係 

福
祉
部 
貸
付
課

　

貸
付
け
は
、
学
校
法
人
等
を
退
職
す
る
こ

と
に
よ
り
加
入
者
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、

即
時
に
全
額
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
払
い
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
あ
ら
か
じ
め
在
職
中
に

全
額
を
任
意
償
還
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

資
格
喪
失
の
確
認
後
に

即
時
償
還
を
す
る
場
合

　

学
校
法
人
等
が
提
出
し
た
「
資
格
喪
失
報

告
書
」
を
本
事
業
団
が
確
認
す
る
と
自
動
的

に
即
時
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

　

通
常
は
資
格
喪
失
処
理
前
に
定
期
償
還
の

決
定
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
退
職
後
の

定
期
償
還
が
発
生
し
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

償
還
通
知
書
の
交
付
日
か
ら
60
日
後
が
償

還
期
限
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
と
払
込
日
ま

で
の
経
過
利
息
の
合
計
額
で
す
。

　

原
則
、
３
枚
の
払
込
取
扱
票
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
即
時
償
還
通
知
書
を
確
認
し
、
払

込
日
に
応
じ
た
払
込
取
扱
票
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
資
格
喪
失
時
の
事
前
受
付
と
即
時
償
還

　

年
度
末
に
実
施
し
て
い
る
事
前
受
付
で
資

格
喪
失
の
手
続
き
を
し
た
場
合
、
４
月
の
定

期
償
還
の
決
定
処
理
前
に
、
即
時
償
還
の
処

理
を
し
ま
す
（
事
前
受
付
に
つ
い
て
は
、
本

誌
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
）。

①
最
終
定
期
償
還

　

３
月
の
定
期
償
還
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

６
月
１
日
と
な
り
ま
す
。

③
即
時
償
還
の
額

　

３
月
定
期
償
還
の
元
金
残
と
払
込
日
ま
で

の
経
過
利
息
の
合
計
で
す
。

　

原
則
２
枚
の
払
込
取
扱
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
即
時
償
還
通
知
書
を
確
認
し
、
払
込

に
応
じ
た
払
込
取
扱
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
即
時
償
還
の
場
合
は
、
最
終
償
還

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
一
日
当
た
り
０
・
03
％

の
延
滞
金
が
課
せ
ら
せ
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

在
職
中
に
任
意
償
還
を
す
る
場
合

　

毎
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
「
貸
付
金
任

意
償
還
・
団
信
制
度
脱
退
申
出
書
」
で
申
し

出
る
と
、
任
意
償
還
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

①
最
終
定
期
償
還

　

任
意
償
還
申
出
書
の
提
出
期
限
日
の
翌
月

の
定
期
償
還
は
発
生
せ
ず
、
当
月
の
定
期
償

還
が
最
終
に
な
り
ま
す
。

②
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）

　

最
終
定
期
償
還
の
償
還
期
限
と
同
日
で
す
。

〔
例
〕
貸
付
日
２
日
の
借
受
人
が
、
３
月
15

日
ま
で
に
任
意
償
還
の
申
し
出
を
し
た
場

合
、
４
月
１
日
が
償
還
期
限
と
な
り
ま
す
。

③
任
意
償
還
の
額

　

最
終
定
期
償
還
後
の
元
金
残
額
に
な
り
ま

す
が
、
半
年
払
償
還
を
併
用
し
て
い
る
場
合

に
限
り
、
直
近
の
半
年
払
の
償
還
月
か
ら
払

込
日
ま
で
の
経
過
利
息
が
か
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
償
還
期
限
（
払
込
期
限
）
を
過
ぎ

て
払
い
込
ん
だ
場
合
、
後
日
、
学
校
法
人
等

を
通
し
て
不
足
利
息
を
請
求
し
ま
す
。

※
即
時
償
還
額
又
は
任
意
償
還
額
を
事
前
に

確
認
し
た
い
場
合
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用
ペ
ー
ジ
▼
福
祉

事
業
関
係
▼
貸
付
け
償
還
額
の
試
算
〕
で

試
算
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
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平
成
29
年
度　

第
２
回

私 
学 

共 

済 

事 

務 

担 

当 

者 

連 

絡 

会

２
月
６
日
（
火
）
〜
２
月
28
日
（
水
）
広
報
相
談
セ
ン
タ
ー 

相
談
班

　

⑷
保
健
関
係

　

 　

平
成
28
年
度
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保

健
指
導
実
績
報
告
及
び
29
年
度
実
施
の
お

願
い 

等

　

⑸
貸
付
関
係

　
　

資
格
喪
失
時
の
貸
付
金
償
還
方
法 

等

　

⑹
広
報
関
係

　

 　

広
報
刊
行
物
等
の
配
付
と
活
用
の
お
願

い 

等

●
出
席
カ
ー
ド
の
記
入

　

連
絡
会
当
日
は
、
出
席
カ
ー
ド
（
会
場
で

配
付
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
い
ま
す
）
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
学
校

番
号
を
確
認
の
う
え
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　

事
前
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

私
学
共
済
事
務
担
当
者
連
絡
会
は
、
各
学
校
法
人
等
の
事
務
担
当
者
の
皆
様
に
最
新
の
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
日
頃
の

業
務
に
関
す
る
質
問
等
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

●
開
催
日
及
び
会
場
等 

　

12
月
分
掛
金
等
納
付
通
知
書
（
１
月
中
旬

送
付
）
に
同
封
す
る
「
開
催
案
内
」
又
は
私

学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
事
務
担
当
者
用

ペ
ー
ジ
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
開
催
内
容

１　

平
成
30
年
度
の
掛
金
等
の
率

２ 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
情
報
連

携
の
開
始
時
期

３ 　
「
退
職
等
年
金
給
付
掛
金
の
払
込
実
績

に
係
る
情
報
通
知
」
の
送
付

４　

各
業
務
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

⑴
資
格
関
係

　

 　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
に
か
か
る

届
出
用
紙
の
変
更 

等

　

⑵
短
期
給
付
関
係

　
　

高
額
療
養
費
制
度
等
の
見
直
し 

等

　

⑶
年
金
関
係

　
　

退
職
時
の
年
金
の
手
続
き 

等 

　

国
民
年
金
法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
に
か
か
る
届
出

用
紙
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
入
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
届
出
用
紙
を
変
更
し
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
及
び
変
更
に
伴
う
用
紙
の
取

扱
い
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 　

届
出
用
紙
に
は
原
則
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
入
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
海
外
居
住

等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
基
礎
年
金
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 　

現
在
３
種
類
あ
る
用
紙
は
、
下
表
の
と

お
り
２
種
類
に
集
約
さ
れ
、
用
紙
名
も
変

更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
複
写
式
か
ら
１

枚
用
紙
（
単
票
）
に
な
り
、私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ〔
様
式
用
紙
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

３ 　

新
用
紙
の
使
用
開
始
日
は
、
平
成
30
年

４
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
３
月
１

日
に
開
始
す
る
事
前
受
付
の
対
象
と
な
る

被
扶
養
者
認
定
申
請
分
か
ら
使
用
し
て
く

だ
さ
い
）。

　

 　

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
様
式
用
紙

等
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
〕
へ
の
掲
載
は
、
２

月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４ 　

旧
用
紙
は
30
年
９
月
30
日
ま
で
使
用
可

能
で
す
。
10
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
（
旧
用

紙
で
提
出
さ
れ
た
場
合
は
返
送
し
、
新
用

紙
へ
の
差
し
替
え
を
依
頼
し
ま
す
）。

　

 　

記
入
方
法
等
の
詳
細
は
、
後
日
学
校
法

人
等
へ
送
付
す
る
通
知
文
に
て
ご
案
内
し

ま
す
。

　

 　

通
知
文
に
は
新
用
紙
を
同
封
す
る
予
定

で
す
。

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
に

か
か
る
届
出
用
紙
の
変
更

業
務
部　

資
格
課

旧用紙名 新用紙名

国民年金第３号被保険者資格取得・
種別変更・種別確認（３号該当）届

国民年金第３号被保険者関係届国民年金第３号被保険者資格喪失・
死亡・氏名・生年月日・性別変更
（訂正）届

国民年金被保険者住所変更届 国民年金第３号被保険者住所変更届

用紙名新旧対照表
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平成 3 0 年 1 月 1 日　第 2 4 1 号

13

共
済
業
務

●
申
し
込
み
資
格
要
件

　

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
１
年
以
上
あ
る

加
入
者
が
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
（
住

宅
貸
付
は
、
年
金
等
給
付
の
加
入
者
期
間
が

引
き
続
き
５
年
以
上
あ
る
加
入
者
）。

　

資
格
要
件
等
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
貸
付

金
の
送
金
日
か
ら
退
職
ま
で
の
償
還
回
数

（
期
間
）
が
短
く
て
も
貸
付
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。

※ 

加
入
者
期
間
が
引
き
続
き
と
は
、
資
格
取

得
日
の
属
す
る
月
か
ら
貸
付
け
の
申
し
込

み
日
の
属
す
る
月
ま
で
、
加
入
者
と
し
て

の
資
格
に
１
日
の
空
白
も
な
い
状
態
を
指

し
ま
す
。

【
平
成
29
年
４
月
１
日
資
格
取
得
者
の
場
合
】

　

平
成
29
年
４
月
１
日
資
格
取
得
者
の
貸
付

け
申
し
込
み
は
、
30
年
４
月
２
日
送
金
分

（
30
年
３
月
15
日
（
木
）
私
学
事
業
団
必
着
）

か
ら
、
貸
付
申
込
書
（
住
宅
貸
付
は
５
年
経

過
後
に
な
り
ま
す
）
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
貸
付
け
の
償
還

　

貸
付
金
は
、
資
格
喪
失
時
（
住
宅
貸
付
の

場
合
、
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
た
時
）
に
即

時
償
還
と
な
り
ま
す
（
本
誌
11
頁
参
照
）。

●
申
込
書
類
作
成
に
際
し
て
の
注
意
事
項

①
貸
付
申
込
書
類
へ
の
記
入
は
、
学
校
法
人

等
の
証
明
欄
を
除
き
、
必
ず
申
込
人
で
あ

る
加
入
者
本
人
が
自
筆
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
印
字
等
に
よ
る

記
載
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
は
、
温
度
に
よ
っ
て

無
色
に
な
っ
た
り
、
消
し
た
筆
跡
が
戻
っ

た
り
す
る
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

③
訂
正
す
る
場
合
は
、
修
正
液
・
修
正
テ
ー

プ
等
に
よ
る
訂
正
は
行
わ
ず
、
訂
正
箇
所

を
線
で
抹
消
し
た
後
、
加
入
者
申
込
印
と

同
じ
印
鑑
を
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

④
押
印
す
る
印
鑑
は
、
す
べ
て
同
一
の
印
鑑

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ネ
ー
ム
印
（
ス

タ
ン
プ
印
）
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
毎
月
16
日
か
ら
月
末
ま
で
に
申
し
込
ん
だ

場
合
で
、
翌
月
22
日
送
金
を
希
望
す
る
人

は
、「
貸
付
申
込
書
」
の
貸
付
送
金
日
欄

の
「
22
日
」
を
必
ず
○
印
で
囲
ん
で
く
だ

さ
い
。
○
印
が
な
い
と
、
月
末
ま
で
に
到

着
し
て
い
て
も
翌
々
月
の
２
日
送
金
と
な

り
ま
す
。

⑥
教
育
貸
付
を
申
し
込
む
際
は
、「
貸
付
申
込

書
」
の
申
込
事
由
欄
に
学
費
等
の
対
象
年

度
を
含
め
具
体
的
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
例
〕 

子
の
修
学
資
金
（
入
学
金
・
平
成
30

年
度
前
期
分
学
費
・
家
賃
）

掛
金
等
及
び
貸
付
償
還
金
の

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

業
務
部　

掛
金
課
・
福
祉
部　

貸
付
課

　

毎
月
の
掛
金
等
の
納
付
及
び
貸
付
の
定
期

償
還
は
、
安
全
確
実
で
便
利
な
預
金
口
座
振

替（
自
動
引
き
落
と
し
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

預
金
口
座
振
替
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
納
付
手
続
き
の
煩
わ
し
さ
や
納
付
忘
れ

の
心
配
が
な
く
な
り
、
学
校
法
人
等
の
事
務

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
用
紙
の「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
・

自
動
払
込
利
用
申
込
書
」は
、私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
私
学
事
業
団
又
は
各
共
済
業
務
課

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

障
害
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金

の
保
険
料
納
付
要
件

年
金
部

　

障
害
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
の
受
給

資
格
に
つ
い
て
被
用
者
年
金
制
度
一
元
化
法

の
施
行
に
よ
り
、
共
済
年
金
に
は
な
か
っ
た

保
険
料
納
付
要
件
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

障
害
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
の
請
求

を
す
る
際
に
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
は
、
年
金
の
受
給
権
が
発
生

し
ま
せ
ん
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
障
害
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
要
件

　

初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初
診
日
の
属

す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民
年

金
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
が
平
成
38
年
４
月
１
日

前
に
あ
る
場
合
は
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い

て
、
そ
の
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い

場
合
も
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
的
職
域
加
算
額
（
障
害
共
済

年
金
）
に
つ
い
て
も
、
障
害
厚
生
年
金
と
同

期
を
と
る
た
め
に
同
様
の
保
険
料
納
付
要
件

が
あ
り
ま
す
。

●
遺
族
厚
生
年
金
の
保
険
料
納
付
要
件

　

在
職
中
に
死
亡
し
た
場
合
な
ど
、
短
期
要

件
の
遺
族
厚
生
年
金
を
受
給
す
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
納
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

死
亡
日
の
前
日
に
お
い
て
、
死
亡
日
の
属

す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
す
べ
て
の
国
民
年

金
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付

済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
が
平
成
38
年
４
月
１
日

前
に
あ
る
場
合
は
、
死
亡
日
の
前
日
に
お
い

て
、
そ
の
死
亡
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
な
い

場
合
も
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
経
過
的
職
域
加
算
額
（
遺
族
共
済

年
金
）
に
つ
い
て
も
、
遺
族
厚
生
年
金
と
同

期
を
と
る
た
め
に
同
様
の
保
険
料
納
付
要
件

が
あ
り
ま
す
。

貸
付
け
の
申
し
込
み
時
の
注
意
事
項

福
祉
部　

貸
付
課
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平 成 3 0 年 1 月 1 日　第 2 4 1 号私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
助成業務　http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm
共済業務　http://www.shigakukyosai.jp/（私学共済ホームページ）

共済業務

４日（木） 掛金等  11月分納期限
貸付  送金

６日（土） 貸付  12月分定期償還期限
１０日（水） 貯金  払込期限（必着）
１５日（月） 貸付  2月2日送金申し込み・任意償還申出締め切り

２２日（月） 貯金  送金
貸付  送金

２５日（木）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

29日（月）
掛金等  12月分掛金等口座振替（自振校のみ）
貸付  1月分定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（水）
掛金等  12月分納期限
貸付  2月22日送金申し込み締め切り

月の共済業務スケジュール1

２日(金) 貸付  送金
６日（火） 貸付  1月分定期償還期限
９日（金） 貯金  払込期限(必着)
15日（木） 貸付  3月2日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール2

共済事業本部
〒113 - 8441　東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
電話照会の際は、学校記号番号、加入者番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

確定申告用の書類を送付します

１　住宅貸付の借受者
　平成29年に住宅貸付を借り受けた人や、29年中に自己
の居住の用に供した人の「住宅取得資金にかかる借入金
の年末残高証明書」を、１月中旬に学校法人等宛てに送
付します。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等
特別控除を受けるために必要となります。
　なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」
の提出がないと発行されませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※�28年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の用

に供していた借受者の残高証明書は、年末調整用とし
て、29年10月16日に学校法人等宛てに発送しました。

　�また、年末調整用の残高証明書を発行した後に、任意
償還等により年末残高や償還回数に異動が生じた人に
は、異動後の残高証明書を１月中旬に学校法人等宛て
に送付します。

� 【福祉部　貸付課】
２　任意継続加入者
　平成29年分任意継続掛金の納付が29年10月19日までに
確認された人には、「平成29年分任意継続掛金納付証明
書」を10月27日に発送しました。それ以降に初めて当該
年分の掛金納付が確認された人には、「納付証明書」を
１月下旬に送付します。
� 【業務部　掛金課】
３　年金受給権者
　老齢・退職の年金は所得税法上、課税の対象となりま
すので、これらの年金を受給している人には、「平成29
年分公的年金等の源泉徴収票」を年金者向広報「共済だ
より」第60号に同封して１月中旬に送付します。
　なお、在職中などで平成29年中に年金の支払いがな
かった人には送付しません。
　� 【年金部　年金第二課】

退職者向けリーフレットを送付します

　退職の際の私学共済制度や他の社会保険制度に関する
さまざまな手続きをまとめたリーフレット（平成30年１
月発行）を本誌に同封して発送しますので、退職を予定
している加入者への説明等にご活用ください。
� 【広報相談センター　広報班】

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします
　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひ加入してください。
� 【福祉部　貸付課】

「給付金等送金記録のお知らせ」を
送付します
　平成29年７月～12月までに学校法人等へ送金した短期
給付金等の内容を記載した「給付金等送金記録のお知ら
せ」を１月下旬に加入者住所宛てに送付します。
� 【業務部　短期給付課】
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（「月報私学」はホームページにも掲載しています）INFORMATION

私学振興事業本部
〒102 - 8145　東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成業務

な人材を育成する観点から、これまでの研究実績等に関
わらず、特色あるチャレンジングな研究を重点的に支援
する計画としています。
　本奨励金は、このような性格から財源を原則として寄
付金で賄う計画としており、本事業団では、本奨励金の
趣旨にご賛同いただける皆様からのご寄付をお願いして
おりますが、寄付金募集の一環として、売り上げの一部
が若手・女性研究者奨励金への寄付となる「若手・女性
研究者奨励金寄付金付き自動販売機」の設置につきまし
ても皆様のご協力をお願いしております。
　私立大学等が取り組む多様で特色ある教育研究の発展
に資するため、「若手・女性研究者奨励金」に対する皆
様からのご支援をどうぞよろしくお願いします。
　※�本奨励金及び寄付金付き自動販売機の詳細は、本事

業団ホームページ〔助成業務のご案内▶寄付金▶若
手・女性研究者奨励金〕に掲載していますので、ぜ
ひご参照ください。

　　　　　　　　　 【助成部　寄付金課】　　　　　　
　　　　　　　　　  ☎03（3230）7316～7318　　
　　　　　　　　　  Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

　電気設備点検のため、私学事業団ホームページのうち「トップページ（http://www.shigaku.go.jp/）」、「私学
振興事業本部（助成業務）ページ」、「学校法人向け情報システム（学校法人ポータルサイト、ｅ-マネージャ等）」
及び「大学ポートレート（私学版）」は、２月９日（金）午後５時45分から２月13日（火）午前９時まで休止します。
　なお、停止期間中はメールサーバも停止しますので、本事業団宛てに送られたメールは受信できません。その
場合、送信者にエラーメッセージが送信されないことがありますので、十分ご注意ください。
※「私学共済事業（共済業務）ページ」は通常どおり閲覧できます。

ホームページ休止及びメールサーバ停止のお知らせ

平成29年度版『今日の私学財政（大学・
短期大学編）』を送付しました

　平成29年度学校法人基礎調査にご協力いただいた大
学・短期大学を設置する学校法人に、平成29年度版『今
日の私学財政（大学・短期大学編）』を12月にお送りし
ました。
　財務分析など学校経営の参考としてご活用ください。

　　　　　　　　【私学経営情報センター　私学情報室】
　　　　　　　　　☎03（3230）7846～7848
　　　　　　　　　Eメール　center@shigaku.go.jp

若手・女性研究者奨励金寄付金付き自動
販売機設置のお願い

　私学事業団では、「若手・女性研究者奨励金」への寄
付金募集に取り組んでいます。
　「若手・女性研究者奨励金」とは、若手研究者や女性
研究者が自ら取り組む研究について、研究機会の創設を
図るための研究奨励金であり、我が国の未来を担う多様

委員就退任のお知らせ
◆共済審査会

　平成29年10月17日付
　退　任� 大　里　裕　行

　平成29年11月16日付
　新　任� 角　田　憲　良
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（禁無断転載） 

融資事業 の ご 案 内

宿泊 施 設 の ご 案 内 私学共済ホームページから宿泊予約ができます
http://www.shigakukyosai.jp/

〒250-0405　神奈川県足柄下郡箱根町大平台312　☎0460（82）2094
（箱根登山電車「箱根湯本」駅又はJR「小田原」駅から伊豆箱根バス・箱根登山バス
で「大平台」下車、徒歩２分。又は箱根登山電車「大平台」駅下車、徒歩５分）

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jp

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

■主な事業と融資金利（平成30年１月１日現在）

主な事業内容
返済期間

20年以内
(うち据置２年)

10年以内
(据置年数含む)

６年以内
(据置年数含む)

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％

0.60 0.31 0.41
寄宿舎やセミナー
ハウスなどの建
築・用地取得

0.70 0.41 ―

園バスや備品など
の購入 ― 0.31

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.31
※ 金利は毎月見直しています。なお、契約時の金利が償還完了まで
の固定金利となります。

ご相談はお早目にどうぞ

耐震化をお考えの際はまずはご相談ください！

校舎・園舎などの耐震化（耐震改築・耐震改修）に
私学事業団の融資をご利用いただくと、要件を満た
した場合、国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

そのほか耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、
機器備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整備
計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

詳細は私学事業団ホームページをご覧ください
http://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

※ 事業を行う学校の種類や事業内容により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

※ 融資金利が0.5％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

取扱期間：通年（年末年始・繁忙期を除きます）
季節の和食会席をお楽しみいただくプランです。
※１名１室でご利用の場合は、1,000円の割増となります。

寒い時期は源泉かけ流しの温泉で、のんびりと過ごしませんか

冬のかなざわを楽しむなら・・・

１泊２食（２名１室／１名様）11,800円

１泊２食（２名１室／１名様）ツイン11,800円～

〒920-0918　金沢市尾山町6-40　☎076（232）1239
（JR「金沢」駅から北鉄バスで「南町・尾山神社」下車、徒歩３分）金　沢　 兼

けん

　六
ろく

　荘
そう

箱　根　 対
たい

　岳
がく

　荘
そう

取扱期間：平成30年３月31日まで（年末年始を除きます）
「食彩 雪づり」で旬の食材を使用した加賀料理をご賞味
いただけるプランです。
※ シングル１名１室でご利用の場合は、1,000円の割増と
なります。

夕食（イメージ）

加賀料理（イメージ）

源泉かけ流しの温泉

玉泉院丸庭園

味彩プラン

加賀料理堪能プラン
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